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1 概要

現在、.中央地域センターと地域支援室では、本庁舎本館1階におい,て、ライフイベン

ト値云入、転出、婚姻、出生など)に係る届や、それに伴う国民健康保険、児童手当な

どの関連手続きを約 400 種取り扱っており、市民の方は、業務の所管課に移動するこ

となく手続きを完了している。

そのような中で、各手続きにおいては、それぞれの届出等に手書きでの記入をお願い

しており、移動はなくなったものの、手続きに係る手間と業務の処理に一定の時間を要

するなどの課題がある。

現在も総合窓口としての機能は一定、果たしているが、さらなる市民サービスの向上

を図るとともに、可能な限り職員の入力作業を削減する効率化を図るため、次のとおり

方針を定め、総合窓ロシステ.ムを構築する。

事

総合窓ロシステム構築

項

期

1

,【総合窓口の基本的方針】

0市民が「書かない。」

・住民記録に係る届を書かずに手続きができる。

・ライフイベント値云入、転出など)以外の国民健康保険や児童手当等の申請も氏

名など同じことを何度も書かずに手続きができる。

0市民が「迷わない。」

・できるだけ市民が移動しないで済むように、ーつの窓口で手続きを終わらせる。

・窓口を移動する必要がある場合は、確実に次の窓口へ引継ぎ、市民が迷うことな

くスムーズに手続きを終えることができるようにする。

令和3年度から
令和4年度まで

間
限度額
(設定額)

千円

3 7,4 6 7

2 事業内容

上記の基本的方針を実現するため、次のとおり、総合窓ロシステムを導入する。

①機能

ア来庁前に市民がスマートフォンやパソコン等によって、目的を選択し、項目を入

力することで、「持参するもの」、「受付窓口」などを把握できる機能と入力した届

出に必要な情報を受付窓口に引き継ぐ機能。

イ市民が持参した情報を受付窓口で申請書に反映できる機能。

ウ市民が複数の申請書に住所や氏名など同じ内容を記入しないで済むように、住所

や氏名などが印字された各申請書を一括作成する機能。

工別の窓口への案内が必要な場合に、「必要な手続き、受付窓口」等を記載した窓

口案内書を出力する機能。



②事業費

システム構築委託料 37,467千円

※必要となるハードウェア(パソコン、プリンタ等)の購入費、システム利用料
については、令和4年度当初予算に計上予定

0 システム運用に係るパソコン等設置基準及び設置場所

ア設置基準

新庁舎、東・南・北の総合事務所管内の中心となる地域センター(各1箇

所)及び住民記録に係る届出等の取扱い件数が100件/月以上の地域センタ

イ設置場所

新庁舎IF 住見中央地域センター、地域支援室)、西浦上地域センター、

滑石地域センター、東長崎地域センター、三和地域センター、

琴海地域センター

千円

4 6 7

3 財源内訳

事業費

3 7,

千円

46 7

4

国庫支出金

スケジュール

千円

県支出金

システム構築

財源内

4

千円

地方債

5

令和3年度

6月議会補正予算 1
1 ◆契約

債務負担行為

システム構築の委託契約期間が令和4年度までを要することとなることから債務

負担行為を設定する。

◆

千円

その他

令和3年度

千円

一般財源

4

3 7,

令和4年度

千円

4 6 7

0千円

令和4年度

◆新庁舎

移転

3 7,

千円

46 7

合計

2

3 7,

訳



現在の転入手続きの流れ

総合窓ロシステム導入後の転入手続きの流れ

転出証明持参

市民は、市役所へ行き、

手続き窓口へ移動する。

総合窓ロシステム導入前後の流れ(案)

ず、

..

市民は、記載台にて

住民異動届等へ記

入。

門毛.ー、

●毒

事前入力

市民は、発券機で番号を

..

自宅

市民は、市役所へ行き、

手続き窓口へ移動する。

安付

.、

市民は、VVEB画面で手続きに関す

る質問に回答していき自分に必要な

手続や持参するものを確認する。

また、届出に必要な申請項目に入力

を行い、 QRコード保存。

典

転入の手続き
◆日本田外から長嶋

市に転入する.

はい^
◆国民嬰庫保険に加

入する.

^いいえ

市民は、記入した届書と転出

証明害を窓口へ提出。

臓員は、届書の確認とその他

資格のヒアリングを行う。

市民は、その他手続きに必要

な申請書へ記入。

..

角1

●暑

市民は、市役所へ行き、

手続き窓口へ移動する

市民は、発券機で番号をと

の、案内まで待つ。

呼ぴ出しがあれぱ窓口ヘ

ず、

..

◆

識員は、提出書類一式を入力。

担当へ渡し、異動入力後、審査

臓員へ渡す

'亀「書かなし、」▼
血 ..

安

【別紙】

.

市民は、転出証明書を窓口へ提出

臓員は、転出証明書をスキャンし

てデータを確認。その他資格情報

等ヒアリングを行い、データの追

記、修正をする。

市民は、発券機で番号をと

り、案内まで待つ。

呼ぴ出しがあれば窓口ヘ

、

幟員は、提出された申請書を

確認し、所管課へ回付する。

他の窓口でその他手続きが必

要な場合は、異動届の写しを

渡し、窓口を案内する

「書かない」
●■

.'

市民は、事前保存したQRコードを提示

する。

臓員は、 QRコードを読み取り、内容を

確認。その他格情報等ヒアリングを行

い、データの追記、修正をする。

市民は、入力内容を確認

し、電子署名をする。

職員は、その他申請書を出

力する。

.
臓員は、提出された申請香を

確認し、所管課へ回付する。

市民は、入力内容を確認し、

電子署名をする。

臓員は、その他申請香を出力

する。

受付

申

職員は、提出された申請書を

確認し、所管課へ回付する。
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現在のその他手続きの流れ

総合窓ロシステム導入後の流れ
窓ロヒアリング

市民は、市役所の窓口ヘ

行き、手続き窓口へ移動

する。

総合窓ロシステム導入後の流れ(別の窓口をご案内する場合)

@住民異動の手続き窓口

市民は、フロアマネジャ

ーから番号札をもらい、

案内まで待つ

呼ぴ出しがあれぱ窓口

ヘ

市民は、市役所の窓口ヘ

行き、手続き窓口へ移動

する。

長崎花子

口国民健康保険加入

口身体障害者手帳交付

んん

受付

..

市民は、窓口でヒアリングを行

つ。

臓員は、必要な手続きの申請書

を市民へ渡す。

長崎花子

口国民健康保険加入

口身体障害者手帳交付

臓員は、必要な手続き、

受付窓口等を記載した「案内

書」を出力し、市民へ渡す。

卑●

案内書

市民は、発券機で番号をと

り、案内談で待つ。

呼び出しがあれぱ窓口ヘ

,^'.

..

「書かなしU
..

一

市民は、窓ロカウンターで

申請書へ記入

案内書

手続きの種類

市民は、窓口でヒアリングを

うける。

臓員は、ヒアリング内容から

必要な申請書を出力する

..

◆
◆

^^^^^^^

国民健康保険

加入

身体障害者手帳

交付

窓口

15 番

窓口

16 番

窓口

臓員は、提出された申請書を

確認し、所管課へ回付する

システム内でデータ共有

「迷わない」

^案内書

四福祉関係の手続き窓口

4

●を

職員は、提出された申請書を

確認し、所管課へ回付する。
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【参考1】棄斤庁舎1階の概要について

1 現庁舎が抱える課題

現庁舎の本館1階は、壁や階段を挟み、窓口がふたつのエリアに分散し、見通しがき

かず、窓口間の移動を伴う場合に分かりづらいなど、サービスの提供に万全とは言え

ない現状にある。また、窓口数は一定数の確保ができているものの、スペース不足から

椅子を配置できない、あるい、は、プライバシーへの配慮が十分でないという課題があ

る。

2 新庁舎の設計方針

現庁舎が抱える課題の解決を図るため、次の方針を掲げている。

<設計方針>

・市民の皆さんを出迎えるような、分かりやすく使いやすい窓口

・1階には身近な手続きに関する窓口と福祉に関する相談窓口を配置

・手続きや相談を安心して行えるよう、プライノベシーに配慮した窓口や相談室を

配置

3 新庁舎1階の概要

新庁舎1階には身近な手続きゃ相談に対応する総合窓口を設置し、待合・エントラ

ンスホールから一目で見渡せ、わかりやすく使いやすい窓口配置に加え、ローカウン

ターによる着座対応とし、プライバシーに配慮した窓口や相談室を設置する。

5



1階~身近な手続き、相談の総合窓口のフロア~

0利用しやすい窓口とプライバシーへの配慮

0市民と行政との協働の促進や市民間の交流の拡大につながる市民利用スペース

.^^

待合・エントランスホールから一目

で見渡せ、分かりやすく使いやす

い窓口を配置します

＼ゞ〔＼
^

安心して相談できるよっ、

プライバシーに配慮した相

談室を設置します。

キッズス尽ースは、お子さん連れの方が安

心して手続きができるよう、窓口や待合に

隣接し、目が届く場所に配置します

西側通用口

エレベーター

②快適な待合スペース

⑤すべての人に配慮したユニバーサルデザイン

段

^

西側玄

北側玄関

市民窓口・執務室

市民の皆さんが多く利用する低層階をス

ムーズに移動できるよう、1階から4階ま

でエスカレーターを設置します

出1り

^^ ^^乳

▲_,
地駐車場

■1

^^

長崎市新庁舎建設実施設計説明書(抜粋)

口

市民窓口・執務室

ゆとりのあるエントランスホールとエスカレーターの設置

0

^^

、、

多目的トイレ

⑤

授乳室

市民の皆さんが多く

利用する低層階の

各階に授乳室を設

置します

来庁者の待合や休憩場所

^

のほか、パブリックビューイ

ングなどのイベントにも対応

トイレ

できるようなゆとりあるエント

ランスハーノとします

AT

南側玄関

階

エレヘタ

臼

多目的トイレは各階に設置し、

建物内において市民の皆さん

の主要な動線となる東側に配

虞

政資

ATMは正面玄関から

分かりやすい位置に配

置します。

置します。

1 階は来庁が最も多く訪れ

窓口

則^

'1廊
ミ黒
るエントラン互ホール側の南

φ
身障者用
駐庫場

窓ロカウンター

亘■

市政や観光、市民活動

などの様々な情報を受

発信できるスペースを

設置します

【待合空間のイメージ】

せるような位置に配置しま

す

市事例

20「" N

.暑一^"図

亀

【窓ロカウンターのイメージ】

1階平面図

総合案内
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【参考2】総合窓口について

1 総合窓口で提供するサービス

現在、中央地域センター及び地域支援室で提供している窓口業務に加え、現庁舎本館

1階のスペース不足や庁舎が分散していることで窓口を本館1階に設けることができて

いない業務についても、市民サービス向上の観点から、新庁舎の総合窓口に配置するこ

とを検討する。

2 総合窓口の配形態

来庁した市民の用件に応じた迅速な対応を図るため、職員の効率的で的確な事務処理

の観点から、一定の手続き別分類を行い、窓口を配置する形態(現庁舎における配置形

態を踏襲)を採用する。

3 窓口分類

m 総合窓口南倶上ライフイベントに伴う手続き窓口等

ア転入・転出届や出生届、婚姻届及びそれらに伴う各種手続き窓口(印鑑登録、マ

イナンバーカード申請交付手続き窓口を含む。)

イ証明交付申請・受取窓口(住民票の写、印鑑登録証明など)

②総合窓口北倶上ライフイベント以外の手続き等窓口

ア国民健康保険、後期高齢者医療、国民年金などの各種手続きと高齢者、障害者な

どの相談対応

イおくやみ窓口(死亡に伴う各種手続き)

ウ地域のまちづくり相談窓口 など

【総合窓ロレイアウトイメージ図】

相談室
国民供康保除、俊期高齢者医療、国民年金などの各種手続きと高齢者、
害者などの相談窓口、おくやみ窓口、地域のまちづくり相談窓口

【北側】
ライフイベント以外の

手続き等窓口

転入 転出届や出生届、婚姻届及びそれらに伴う各種手続き窓口、
印鑑登録、マイナンバーカード申請交付手き窓口

南側玄閏

相談室

北側玄闡

【南個】

ライフイベントに伴う
手観き窓口等

総合
案内

票申
の請

正
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